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■研究の背景
　３次元形状データをもとに耐火粉末を積層成形した鋳型･中子を用いる鋳造プロセスは、木型
費を抑え、製作日数を短縮できることから、単品鋳物製品で大きな優位性をもちます。しかし、
市販の粉末材料は耐火性が低いため、鋳鉄等の高融点金属の鋳造には適用できませんでした。そ
こで、鋳鉄品、鋳鋼品にも適用できる耐熱性の高いＲＰ成形用粉末と成形用バインダーの開発に
取り組みました。

■研究の要点
１．骨材粉末と高耐熱性粘結材の配分比と成形体強度および寸法精度に関する試験
２．開発した粉末材料に適した水性バインダーの開発
３．本プロセスの鋳鉄鋳物への適用性評価

■研究の成果
１．耐火性粉末骨材（オリビン砂）に速硬性セメントを混合したＲＰ用粉末材料を開発し、現行

の粉末積層成形装置で実立体の成形が可能であることを確かめました。
２．粘性調整材と界面活性剤を配合した水性バインダーを試作し、鋳型・中子を成形するのに最

適な溶質成分の混合量を見出しました。
３．開発した粉末材料による粉末積層鋳型の耐熱性を評価した結果、鋳鉄鋳物にも適用できるこ

とを確認しました。
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迅速鋳造プロセスのための高機能粉末積層成形技術の開発
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